
主目的 7 31 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市民参加・市民協働による開かれた市政を目指し、より多くの市民の意見を聞き、その実現

を図る。

内容

（手段）

◆25年度実施内容

・市政モニター

　市民から市政モニターを募集し、市政に関するアンケートを実施し、（平成２０年度からは

インターネットによるアンケート方式に変更）市民の意見を聴取した。（4回実施）

・市民の声

　市ホームページ及び市内１２施設に設置したファクシミリから「市民の声・業務問合せ」を

受付け、市民の意見を聴取した。（受付件数：263件）

・タウンミーティング

　市民と市長が市政について直接対話し、意見交換を行った。（６回開催）

　また、中学生対象及び高校生対象タウンミーティング(各1回)を行った。

・市民討議会

　平成24年度に続き、一般社団法人小牧青年会議所と協働で、無作為抽出により参加者を
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　平成24年度に続き、一般社団法人小牧青年会議所と協働で、無作為抽出により参加者を

募る「市民討議会」を開催した。（１回開催）

◆25年度直接経費の内訳

報償費（170千円）　　　　　　旅費（64千円）

需用費（273千円）　　　　　　役務費（990千円）

備品購入費(45千円)　　　　 負担金（58千円）

◆26年度直接経費の内訳

報償費（262千円）　　　　　　旅費（68千円）

需用費（306千円）　　　　　　役務費（1,510千円）

負担金（163千円）
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市民の意見を聴く機会

が充実していると思う

市民の割合
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事業の

達成状況

これまでのタウンミーティングに加え、対象者を中学生及び高校生に絞ったタウンミー

ティングを各1回開催した。市民ニーズを汲み取る目的だけでなく、協働のまちづくりを

担う人材育成という観点を含めた広聴事業へと裾野を広げた。

また市政モニターアンケートを4回、小牧青年会議所との協働事業「小牧市民討議会

まちづくりミーティング2013」を1回実施した。
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実実実実

事業実施におけ

る課題

市政モニターのアンケートテーマがマンネリ化しており、市民の声を聴くとともに、市の

考えを発信するツールとして積極的に制度を活用していただけるよう、庁内各課に啓

蒙する必要がある。
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

市民討議会の目的のひとつである「市政参加意識の向上」を効果的に実現すべく、意

見の出しやすい雰囲気作りに重点を置いて討議会を実施する。

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己
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業業業業
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性性性性

２７年度以降

の改善案

これまでの市民討議会の参加者や市政モニター等、協力的な市民に継続的な市政参

加の機会を提供していくような仕組みづくりができないか検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

各広聴事業がより効果的に市民の意見を聴取し、また市民の市政参画意識を高める

手法となるよう、改善を加えながら継続するため。

判定理由

市民が意見や要望を行政に伝える機会が減ることで、市民ニーズを反映した行政運

営や市政参加意識の醸成に支障をきたし、市民と行政の協働によるまちづくりを妨げ

る原因となり得る。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


